
『マスキング』
～本物とアイデンティティについて～

失礼、仮面を被りますので。
まだ準備ができていません。
少しだけ、お待ちください。

この笑顔の仮面を調整して、きちんと整えます。

[間]

はい、これですべてが整いました。
台本通りに、期待されることを語るだけです。

「こんにちは、市民の皆さん。
今日はお会いできて嬉しいです！

調子はどうですか？

ははは、ここはすべてが素晴らしいです！」
「仕事は素晴らしいです。管理運営も楽しんでいます。

はい、私は生産的に雇用されており、
政府にはとても感謝しております。」

「もちろん、私は国家を信じています。
史上最高です！

この国がさらに一万年続きますように！
我々の指導者は至高の知恵を持ち、

私のことも市民の皆さんのことも気にかけています。」

[間]

このように、なぜ多くの人々が偽りの幸福感を
育んで生きているのでしょうか？

答えは明白です。
あまりにも多くの人々が目覚めると、

革命が起こるからです。

ミン： （画像を見ながら）うーん。ここで感じるのは、
自分を明かすことを恐れている人物だね。

ティン： ほとんどの人がそうだよ。それは一般的な生存戦略だね。

玲亜： うん、でも、マスクとして存在したり、空虚なペルソナとして
存在するだけになってしまうのは簡単すぎるよね。

アンドレイ：（眉を上げて）これは精神死的な死と同じなのではないでしょうか。

T Newfields
(和訳： j.sky, doctorinaire, katkay, wanderer)


